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Ⅰ．はじめに

2020年に入り，新型コロナウィルスが世界
中で蔓延したことを受けて，各運動・スポー
ツイベントの開催が中止または延期されてい
る。東京で開催が予定されていたオリンピッ
ク・パラリンピック 2020においても例外では
なく，2021年夏期へ延期されることになった。
また，日本体操協会一般体操委員会が毎年発行
している一般体操通信（No.34／35）の事業報
告によると，新型コロナウィルスの感染拡大が
確認された 2020年 1月以降の 1年間において，
国内の各地で開催が予定されていた 30件の体
操祭や体操フェスティバル等の内，3件を除く
26件が中止に 1件が延期になったと報告して
いる。さらに，つくば体操フェスティバル（以
後，Tフェス）も同様に，2020年 3月 7日（土）
に開催するため準備を進めていたところ，茨城
県における感染拡大を受けて開催の直前に急遽

中止せざるを得ない状況となった。
このように，未だ新型コロナウィルスの終息
の目処が立っていない状況下ではあるものの，
コロナ禍において運動・スポーツイベントを開
催したり参加者 注1）が同じ空間（会場）に集っ
て活動したりすることの意義やその重要性につ
いて見直されている。体操領域においては，「体
操発表会は，自分たちの普段の活動内容を大勢
の観客の前で発表する場であり，達成感が得ら
れ，継続への強力な動機付けにもなる」と述べ
られている（荒木ほか，2014）。つまり，参加
団体や参加者における普段の活動をさらに充実
させるとともに継続した活動を推進させるため
にも，これらのイベントを定期的に開催するこ
とが重要であると言える。しかしながら，新型
コロナウィルスが国内で蔓延している現状にお
いては，不特定多数の参加者が一堂に会してい
た以前と同様の開催形式や内容で実施すること
は感染拡大を予防する観点から難しく，Tフェ
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スの新たな開催形式ならびに適切な感染対策の
具体的な検討が急務であると考えられた。

Ⅱ．つくば体操フェスティバル

Tフェスは 1996年に筑波大学総合体育館体
操場（現中央体育館）で開催されて以来，毎年
行われている。この Tフェスでは主につくば
市で活動する体操教室の実践者が一堂に会し
て，日頃の活動の成果を発表しながら参加者同
士の交流を深めることをねらいとしたイベント
である。また，都道府県ではなく，市区町村の
地域を対象として実施されている国内におけ
る数少ない体操領域のイベントのひとつであ
る。この Tフェスの参加者は年々増加してお
り，開催直前に急遽中止した 2020年の前年の
Tフェス 2019（第 24回）においては，34団体
450名（延数）の幼児から高齢者までの発表者
が体操演技を披露し，観覧者も 300名を超える
までの規模になった。開催当初より筑波大学体
操部と体操コーチング論研究室の教員と学生を
主とした実行委員会が Tフェスを主催してお
り，近年ではつくば市スポーツ協会の共催とつ
くば市の後援を得ながら運営を行っている。し
かしながら，2020年は未曾有の新型コロナウィ
ルスの感染拡大の直後であったことから開催直
前に中止することとなり，それまで続いていた
24年間の連続開催で途切れることとなった。

Ⅲ．開催形式と感染対策の検討

現在，各運動・スポーツイベントにおいて検
討されているのが，オンラインを活用した新た
な開催形式である。そのオンラインイベント
は，図 1の通り，主に 4つの形式（オンデマン
ド配信／ライブ配信／バーチャル／ハイブリッ
ド）で実施され，それぞれのメリットならびに
デメリットが報告されている（吉井，2020）。
これらの形式を Tフェスに当てはめると，1つ
目のオンデマンド配信は各発表団体の体操演技
を事前に収録・編集して，Tフェスの開催中に
オンライン上でプログラム順に配信するものと

なる。そのため，演技発表を希望する団体は事
前に体操演技を収録して提出するとともに，参
加者は Tフェスの開催中に配信されるビデオ
発表の演技映像を自宅等においてモニター上で
視聴することになる。一方，2つ目のライブ配
信は Tフェス当日に会場で披露される体操演
技について収録しながら，そのライブ発表の演
技映像をリアルタイムで配信するものとなる。
そのため，参加者は Tフェス当日に会場で参
加するか，もしくは自宅等においてモニター上
でライブ配信される映像を視聴するかどちらか
を選択することできる。但し，体操の演技発表
を希望する場合には会場での参加が求められる
ことになる。次に，3つ目のバーチャルではオ
ンライン上にイベントの仮想空間を構築して
様々なコンテンツを配置する手法であり，4つ
目のハイブリッドでは 2つ目のライブ配信と 3

つ目のバーチャルを組み合わせたものになる。
しかしながら，仮想空間にコンテンツ等を構築
する必要のあるこれら 2つの形式に関しては，
システムのノウハウや費用の観点から本Tフェ
スには適さないと考えられた。
そのため，現在の感染状況（茨城県：Stage 

3（感染が拡大している状態））より会場での参
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図 1　オンラインイベントの種類 
（吉井（2020）より引用）



加者を制限しなくてはならないものの，会場に
来られない参加希望団体および希望者にも体操
発表をする機会を設けるために，1つ目のオン
デマンド配信と 2つ目のライブ配信のメリット
を組み合わせ，従来実施していた Tフェス当
日の会場でのライブ発表に加え，事前収録によ
るビデオ発表を新設したハイブリッド型での
開催形式を採用して計画することとした。ま
た，会場ならびにオンラインの観覧者にとって
より魅力的なイベントとなるよう当日のプログ
ラム順において，ライブ発表とビデオ発表を交
互に配置したピンポン方式を採用してプログラ
ムを構成することとした（図 2）。さらに，こ
れらのライブ発表とビデオ発表の演技映像を
オンライン動画共有プラットフォームである
YouTube Liveでライブ配信することによって，
オンライン参加者にはモニター上でプログラム
の全演技を視聴できるようにするとともに，会
場参加者には会場に巨大スクリーンを設置して
ビデオ発表の体操演技についても観覧できるよ
う配慮した。
次に，感染対策については日本スポーツ協会

が策定した「スポーツイベントの再開に向けた
感染拡大予防ガイドライン（令和 2年 10月 2

日改訂版）」とつくば市が策定した「つくばカ
ピオ利用ガイドライン（令和 2年 5月 29日作
成版）」に準拠するため，イベント開催中にお
ける密閉空間・密集場所・密接場面の「3つの密」
を回避することに加え，身体的距離の確保，マ
スクの着用，体調管理の徹底等といった基本的
な感染対策を講じることとした。そのため，主

に次の具体的な感染対策を検討して計画した。
① Tフェスの会場参加者数をガイドラインの
基準以下に制限，②全会場参加者における T

フェス前 2週間の健康状態の確認，③全会場参
加者の入館時の検温と手指消毒の実施（図 3），
④館内 17箇所に手指消毒コーナーの設置（図
4），⑤「3つの密」を防ぐポスターの設置，⑥
館内におけるマスクの常時着用（演技発表時は
除く），⑦参加団体毎に待機エリアを指定，⑧
参加者同士の接触機会を低減させるため演技す
る際の入・退場口を別々に設置（図 5），⑨事
後のアンケート調査における配布と回収といっ
た受け渡しを伴わないWebサイトの活用，等
であった。

Ⅳ．検証目的

本検証では，Tフェス 2021において会場参
加者の健康・安心・安全を第一に考え，当日に
発表会場へ入場できる者を制限した上で，ライ
ブ発表とビデオ発表を混在させたハイブリッド
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図 2　ピンポン方式によるプログラム構成

図 3　入館時の検温と手指消毒



型 Tフェス 2021を計画・開催し，実施した新
たな開催形式と感染対策を検討することによっ
て，今後の課題を明らかにすることを目的とし
た。また，感染状況に応じたコロナ禍における
イベント開催の成功事例のひとつを示すことを
目指した。

Ⅴ．検証方法

開催形式ならびに感染対策について検討した
上で Tフェス 2021を 2021年 2月 13日（土）
につくばカピオアリーナにて開催し，開催後に
実行委員の各役割の責任者より提出された今後
の改善点等に関する報告書を分析の対象とし
た。また，会場参加者とオンライン参加者を対
象とした Tフェスの満足度（5件法）に対する
アンケート調査について，Googleフォームを
活用して実施した。なお，調査期間は Tフェ

ス終了後の 1週間とした。

Ⅵ．検証結果・考察

Tフェス 2021の当日は茨城県独自の緊急事
態宣言下であったことから，観覧のみの会場参
加を禁止した無観客開催となった。その結果，
第 25回目を迎えた Tフェス 2021の会場参加
者は，ライブ発表での 10団体 88名の発表者に
加え，各団体の指導者・関係者，ならびに実行
委員を加えた計 160名であった。この人数は仮
に全員がアリーナ（床面積 1,360m2：バスケッ
トボール 2面程度）にて同時に活動を実施した
場合を想定しても，感染対策として半数（215

名）に制限されたアリーナの最大利用者数を超
えない規模であった。また，ビデオ発表での演
技発表は8団体127名であったことから，Tフェ
ス 2021におけるライブ発表とビデオ発表にお
ける体操演技の発表者は全体で 18団体 215名，
参加者は 287名であった（表 1）。
次に，ライブ発表に新たなビデオ発表を取
り入れたハイブリッド型で，かつプログラム
順においてピンポン方式を採用した初めての
開催形式であったものの，ライブ配信で利用し
た YouTube Liveにおいては 681回のチャンネ
ル再生回数と 113回の最大同時接続数を記録し
た。また，会場参加者とオンライン参加者を対
象とした Tフェス 2021の満足度に対するアン
ケート調査においては，160名中 53名（回答
率 33％）の会場参加者と 27名のオンライン参
加者から回答を得た。その結果，図6の通り，「5：
とても満足」が会場参加者で 77％，オンライ
ン参加者で 59％，「4：やや満足」が会場参加
者で 21％，オンライン参加者で 37％であった。
そのため，「5：とても満足」と「4：やや満足」
を合わせると各参加者において 9割以上の者か
ら肯定的な満足度が確認できた。よって，ライ
ブ配信を伴ったハイブリッド型での開催は概ね
成功を収めることができたと言える。ただ，こ
の新たな開催形式で実施するためにはライブ配
信に加え，ビデオ発表の映像を再生するために
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図 5　入・退場口の設置場所

図 4　館内に設置した手指消毒コーナー
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＊グレー（色付け）はビデオ発表団体

表 1　Tフェス 2021のプログラム



機器の切替操作等が必要になることから，撮影・
放映機器の操作方法を熟知したスタッフやそれ
にともなう経費を捻出する必要がある。そのた
め，これらの確保が課題として考えられた。一
方，各参加者から否定的な回答が 1件ずつ得ら
れていたことから，それらに関わる課題を明確
にするとともに改善案を検討することの必要性
も確認された。
最後に，茨城県独自の緊急事態宣言下であり
県全体の感染状況は Stage 3（感染が拡大して
いる状態）で拡大期であったものの，Tフェス
2021終了後 7日間において体調不良者の報告
は認められなかった。そのため，本感染対策は
一定の効果があったと判断した。ただ，どれだ
け的確な感染対策を計画・周知してもそれらを
確実に実施する（させる）といった実効性を担
保しなければならず，この実効性の担保に関わ
る具体的な対策を検討することの重要性が確認
された。

Ⅶ．まとめ

Tフェス 2021終了後に体調不良者の報告が
なく，かつ会場ならびにオンライン参加者か
ら 9割以上の肯定的な満足度が得られたことか
ら，ピンポン方式を採用したハイブリッド型の
Tフェスといったコロナ禍における新たな開催

形式と感染対策における成功事例のひとつを示
すことができたと言える。今後は，拡大期，高
止まり期，抑制期といった感染状況や利用する
体育施設に応じた適切な予防策を検討するこ
と，また，会場参加者のみならずオンライン参加
者にとってさらに魅力的なイベントにするには，
ライブ空間のみならずオンライン上の仮想空間
をも考慮に入れて検討を進める必要があろう。

注

1） 本報告においては，体操演技を発表する者
を「発表者」，体操演技を観覧する者を「観
覧者」，イベントを運営する者を「実行委員」
と定義した。また，「参加者」はこれらをす
べて含めた場合に用いた。

付記

Tフェス 2021の計画段階から当日の配信に
関わる業務については，筑波大学アスレチック
デパートメントの米原博章さんと城間早紀さんよ
り全面的な協力を得た。ここに感謝の意を表す。
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